第３章
据え付け作業
【1st. Day】
3.1 据付工事の作業手順
次の手順により、据付工事を進めていく。各作業の詳細は、次頁以降を参照。
①現地調査 可能な範囲で、据付場所の確認、機種選定、作業の段取りを行う
②顧客の希望 据付場所、予算などの打ち合わせを行う
③据付場所の決定 室内機・室外機取り付け場所の確認を行う
④据付工事 作業の段取りを考え、的確な作業を行う
⑤壁の穴あけ 冷媒配管・ドレンホース・連絡電気配線を通す穴を開ける
⑥室内機の取り付け 取付パネルと室内機を取り付ける
⑦室外機の設置 雨に濡れず、風通しのよい場所に室外機を据え付ける
⑧冷媒配管の接続 室内機と室外機の間の冷媒配管を行う
⑨ドレン配管 ドレンがスムーズに抜けるように、ドレンホースを配管する
⑩連絡電気配線の接続 室内機と室外機の間の連絡電気配線を行う
⑪電気工事の申し込み 電気の容量が少ない場合には、電力会社との契約を変更する
⑫電気工事 エアコンの電源が取れるように、電気配線を行う
⑬真空乾燥 冷媒配管の中の空気を抜く
⑭ガス漏れ検査 配管接続点からのガス漏れをチェックする
⑮冷媒追加充填 冷媒が少なければ、追加充填する
⑯試運転 運転して、異常がないか確認する
⑰防熱 冷媒配管の接続部分などに断熱材を巻く
⑱仕上げ 効率的な運転ができて、見た目にもよいように仕上げる
⑲取扱いの説明 顧客に操作方法や注意点を説明する
3.2 各作業の内容と注意点
3.2.1 現地調査
(1)部屋の広さに応じた機種を選定する。複数の部屋を１台でまかなうと温度むらが大きくなるため、一部屋に１台が原則である。
また、選定したエアコンの使用冷媒を確認する。冷媒によっては、使用工具や材料が異なるため注意すること。
(2)据付タイプごとの使い分けについては、次のことを考慮する。
①スプリット形が適当な場所
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寝室など機械音を嫌う場所。
エアコンの据付高さを自由にしたい場合。ただし、最大配管長10m、最大落差5m。
外観を重視して、エアコンを天井や壁に埋め込みたい場合。
戸外に面した壁がない場所。
②ウインド形が適当な場所
据付費用を低く抑えたい場合。
戸外に面した外壁があること。
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壁や窓の構造が強固で、エアコンの重量に耐えること。
機械音を嫌う場所には不向きである。
③セットフリー形が適当な場所
壁や窓を改造したくない場合。
転居の可能性がある場合。
排気口の取り付けができる場所。
機械音を嫌う場所には不向きである。
冷房専用タイプのものが多い。
(3)室内機･室外機の据付位置を確認する。据え付けに特別な材料が必要になることもあるので、必要に応じて寸法を測っておく。
(4)電流容量が十分かを確認し、不足であれば電力会社との契約を変更する。
(5)作業の段取りを考える。
3.2.2 顧客の希望
(1)据付場所を顧客に確認する。据付場所に問題がある場合は、顧客と相談して問題は解決すること。
(2)作業手順や作業時間を顧客に伝えておく。
3.2.3 据付場所の決定
(1)室内機の取り付けについて、次に示すようなことを確認する。
①部屋全体に冷風・温風がゆきわたる場所に据え付ける。また吹出口、吸込口の周囲に通風を妨げる障害物がないこと。
②騒音や異常音の防止のため、据え付ける壁や床、窓などが堅固なことを確認する。
③配管などを通すための穴が用意されていれば、それを利用する。
穴がなければ、穴あけの必要があり、穴あけ位置に鉄骨や梁などがないことを確認する。
④ドレンホースを平行または下向きに施工できるか確認する。また、ドレン配管や冷媒配管は屋内を通る部分をできるだけ短くすること。
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⑤電源の有無と種類（電圧）を確認する。使用電圧200Vのエアコンは、電気設備技術基準解釈第162条によって、制限があるので注意すること。
[image: image4.wmf]⑥ほとんどの機種は向かって右側に電気部品が入っており、そちら側にスペースがあると点検などしやすい。
(2)室外機の据え付けについて、次に示すような場所であるか確認する。
①放熱しやすくするために、日陰で、風通しがよい場所に設置する。また、背面は壁から15cm以上離すことができ、前面に障害物などがない場所であること（ショートサーキットの防止）。
②室外機に錆が発生しないように、雨に濡れない場所で、なるべくブロックなどの台の上に設置する。
③室外機ユニットの重量と振動に耐える十分な強度があること。
[image: image5.wmf]④暖房時の吸熱や着霜を考慮して、建物の南側か東側に据え付けることが望ましい。
⑤配管作業が行いやすい場所であること。
⑥ドレン配管や騒音など隣家に迷惑をかけないような場所であること。

⑦室内機と室外機の許容落差は、５ｍ程度であること。

⑧室内機と室外機の接続配管は、最長で１０ｍ程度である。

⑨室外機が塩分やガスなどによって化学的変化を起こさないこと。
3.2.4 据付工事
(1)正確な作業をスムーズに行えるように、作業の段取りを考える。
3.2.5 壁の穴あけ
(1)穴を開ける位置を決める。
(2)Φ65mm程度のコアドリル（ホールソー）を使って、水平または外下がりになるように穴を開ける。穴を外下がりにするのは、雨水の侵入を防ぐためである。
(3)室内側から穴を開け始めて、ホールソーの先端が貫通したところで、外壁側にまわって作業を行うと、バリができずにきれいに穴を開けられる。
(4)外側につける化粧カバーもあり、それを使うと外観がきれいになる。
3.2.6 室内機の取り付け
[image: image6.wmf](1)室内機が水平またはドレンホース側に若干傾斜するように、取付パネルを壁に固定する。
(2)連絡電気配線を端子に接続し、室外機のどの端子に接続するかメモを取っておく。1.2.10 連絡電気配線の接続を参照。
(3)室内機側の冷媒配管を施工する。1.2.8 冷媒配管の接続を参照。
(4)冷媒配管・ドレンホース・連絡電気配線を穴に通して、室内機を取付パネルに取り付ける。
[image: image7.wmf]3.2.7 室外機の設置
(1)ブロックなどの台の上に設置する。
(2)必要に応じて、アンカーボルトを入れて固定する。
(3)接地棒を埋め、アース線（緑色）を接続する。接地工事をするには、電気工事士の資格が必要である。

(4)Ｄ種接地工事を行い、接地抵抗が１００Ω以下となっていることを確認すること。また、必要に応じて漏電遮断器を設置すること。詳細は、下の表を参考にすること。
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	設置場所

電　源
	水気のある場所に設置する場合
	湿気のある場所に設置する場合
	乾燥した場所に設置する場合

	対地電圧が１５０Ｖ以下の場合

例　1φ2W100V

1φ3W100/200V
	漏電遮断器を設置し、Ｄ種接地工事を行うこと．（接地抵抗は、１００Ω以下とする．漏電遮断器を設置している場合は、５００Ω以下とする．）
	Ｄ種接地工事が必要．（接地抵抗は、１００Ω以下とする．漏電遮断器を設置している場合は、５００Ω以下とする．）
	Ｄ種接地工事は、法的に除外されるが、安全のためには接地工事を行ったほうがよい．

	対地電圧が１５０Ｖを超える場合

例　1φ2W200V

3φ3W200V
	漏電遮断器を設置し、Ｄ種接地工事を行うこと．（接地抵抗は、１００Ω以下とする．漏電遮断器を設置している場合は、５００Ω以下とする．）


3.2.8 冷媒配管の接続
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(1)ペアコイルを必要な長さに切断する。切断したところからゴミ・水分が入らないようにビニルテープを巻いておく。配管内のゴミは、キャピラリチューブなどの詰まりの原因になるので、注意すること。配管内部の清浄確認は、エアコン施工上、特に重要である。
(2)銅管の面取りをした後、フレア加工を行う。フレア加工が悪いとガス漏れの原因となるので注意すること。また、このとき、ナットの入れ忘れに注意すること。
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銅管の呼びとサイズについて
	呼び〔inch〕
	配管サイズ
	備      考

	1/4
	Φ6.4
	= 2/8”→「2分」と呼ぶ

	3/8
	Φ9.5
	= 3/8”→「３分」と呼ぶ

	1/2
	Φ12.7
	= 4/8”→「４分」と呼ぶ

	5/8
	Φ15.9
	= 5/8”→「５分」と呼ぶ

	3/4
	Φ19.1
	= 6/8”→「６分」と呼ぶ


フレア加工について
①銅管（ペアコイル）をまっすぐに伸ばす。
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②パイプカッターを使って１本ずつ銅管を切断する。パイプカッターは少しずつ刃を送りながら、ゆっくりと回して切断する。強く刃を送るとパイプがつぶれたり、バリが多くなり、フレア加工の仕上がりにも影響する。またパイプカッターの刃先がつぶれたら、刃を交換すること。
あと少しで切断できるようになったら、パイプを左右に引っ張りながら、少しずつ上下に折るようにすると、バリを少なく切断できる。
③リーマとやすりを使って、銅管の内部・外部ともバリ取りをする。バリが残っていると、フレア加工部からのガス漏れの原因となる。また銅管の内部にごみなどが混入すると、キャピラリチューブの詰まりの原因となるので、銅管は常に下向きで作業すること。切り粉を口で吹いて、銅管の内部にごみを入れないこと。
[image: image12.wmf]
④フレアナットを銅管に通す。これを入れ忘れると、銅管の切断とフレア加工をやり直さなければならない。
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⑤パイプのサイズを確認して、フレアダイスにパイプをセットする。パイプは、フレアダイスの高さとするが、それでうまくいかない場合はパイプの突き出し寸法をパイプのサイズ（２分Φ6.4、３分Φ9.5）に関わらず約１mmとしてみる。何度か練習してコツをつかむこと。

⑥ポンチ部をゆっくり右に回して、空回りするようになったらフレア加工は終わりである。ゆっくり逆に回してポンチを戻した後、パイプを取り出す。
⑦フレア部について、次にような点を確認する。
・フレア内面が均等な幅で、光沢があること。
・フレア部の肉厚が均等であること。
・フレア部の大きさが適当であること。
⑧フレア加工の失敗の原因には、次のようなものがある。
・テクニック：パイプの変形、パイプの突き出し寸法、パイプの固定など
・道具の手入れ：フレアツールでゴミなどの付着
(3)新冷媒になって、フレアナットの対辺寸法及び形状が変更になっているので、注意すること。使用できる工具も異なっている。
(4)フレア加工した部分に油を塗布して、スパナとトルクレンチを使ってナットを締める。トルクレンチの使用を厳守すること。
	フレアナット
	スパナ
	締付けトルク[kg･cm]
	増締めトルク[kg･cm]

	6.35mm（1/4"）
	17
	160
	200

	9.52mm（3/8"）
	22
	300
	350

	12.70mm（1/2"）
	24
	500
	550

	15.88mm（5/8"）
	27
	800
	1000


(5)冷媒によって、フレア加工･フレア加工部に塗布する油が異なるので、注意すること。
(6)配管の曲げ加工をする場合、一部分に集中して力が加わると、配管がつぶれるので注意すること。一度冷媒を通した配管は固くなっているので、特に注意すること。パイプベンダーを使うと、正確できれいに曲げることができる。
3.2.9 ドレン配管
(1)ドレンがスムーズに抜けるように、必ず下り勾配でドレンホースを配管する。
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3.2.10 連絡電気配線の接続
(1)室内機側の配線に対応させて、室外機側の連絡電気配線を行う。
(2)室外機側の電線は、少し弛ませて、雨水が室外機に浸入しないようにすること。
(3)この配線は室外機の電源となるため、相順に注意すること。配線には単線のＦケーブル（VVF1.6×3芯など）を使用するが、各機種ごとに取扱説明書で確認すること。また、被覆は適当な長さ（長過ぎず、短過ぎず）をむき、芯線を傷つけないように注意すること。

●例　３線の場合、２線が電源、あと１線が信号線になっている。また、室内機は単相100Ｖで、室外機は内部のインバータによって3相200Ｖで動作しているものもある。
3.2.11 電気工事の申し込み
(1)エアコンを運転するのに電流容量が少ない場合には、電力会社との契約を変更する。
3.2.12 電気工事
(1)エアコンの電源が取れるように、電気配線を行う。屋内配線工事には、電気工事士の免許が必要である。
(2)エアコンに使われている電源の主なものを、次に示す。
①単相２線式100V

小容量（30A以下）の一般家庭で使用される。
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②単相３線式100/200V

契約容量がおおむね3kVA（30A）相当以上及び単相200V用機器を使用する一般家庭で使用される。
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③三相３線式200V

定格消費電力が2kW以上の場合、家庭用の屋外側で室外機の電源として使用できる。主には業務用の大型エアコンに使用される。多量の電力を使用する機器では、単相電力より電気料金が割安となる。
[image: image17.wmf]
(3)電源とコンセントの種類には、次のようなものがある。
	
	許容電流
	形状
	備考

	単相100V
	15A
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	通称「ヘイコウ」

	
	20A
	[image: image19.wmf]

	通称「アイエル」

	単相200V
	15A
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	通称「タンデム」

	
	20A
	[image: image21.wmf]
	通称「エルバー」


(4)特に定格消費電力2kW以上、使用電圧200Vのエアコンは、電気設備技術基準解釈第162条によって、制限があるので注意すること。
	第162条 （電気設備技術基準解釈より抜粋）
２ 住宅の屋内電路（電気機械器具内の電路を除く.）の対地電圧は、150V以下とすること．ただし、定格消費電力2kW以上の電気機械器具及びこれのみに電気を供給するための屋内配線を次の各号により施設する場合、当該住宅以外の場所に電気を供給するための屋内配線を人が触れるおそれがない隠ぺい場所に合成樹脂管工事、金属管工事若しくはケーブル工事により施設する場合又は第151条の規定により施設する電線路を準ずる人が触れるおそれがない隠ぺい場所に第177条の規定に準ずる合成樹脂管工事、第178条に準ずる金属管工事若しくは第187条（第3項及び第5項を除く.）の規定に準ずるケーブル工事により施設する場合は、300V以下とすることができる．（省令第56条、第59条、第63条、第64条関連）
一  使用電圧は、300V以下であること．
二  電気機械器具及び屋内の電線は、人が容易に触れるおそれがないように施設すること．ただし、電気機械器具であって、人が容易に触れるおそれがある部分が絶縁性のある材料で堅ろうに作られているもの又は乾燥した木製の床その他にこれに類する絶縁性のあるものの上で取り扱うように施設されたものにあっては、この限りでない．
三  電気機械器具は、屋内配線と直接接続して施設すること．（省令第59条関連）
四  電気機械器具に電気を供給する電路には、専用の開閉器又は過電流遮断器を施設すること．（省令第56条、第63条関連）
五  電気機械器具に電気を供給する電路には、電路に地絡が生じたときに自動的に電路を遮断する装置を施設すること．ただし、電路の電源側に定格容量が3kVA以下の絶縁変圧器（１次電圧が低圧であって、２次電圧が300V以下のものに限る｡）を人が容易に触れるおそれがないように施設し、かつ、当該絶縁変圧器の負荷側の電路を接地しない場合は､この限りでない．（省令第64条関連）


3.2.13 真空乾燥
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(1)配管の圧力をつねに意識して、どの配管が真空で、どこから空気が進入してくるかを考えながら、次の手順で作業を行う。
①ゲージマニホールドの低圧側チャージホース（青色）を室外機のサービスポートにつなぎ、共通チャージホース（黄色）を真空ポンプにつなぐ。
★真空ポンプは専用のものを使用する（アダプターの取り付けも必要である）。
②ゲージマニホールドの低圧側バルブを全開にして、真空ポンプを運転する。すぐにゲージは真空（760mmHg）を示すが、水分も取り除くために10分以上は運転を続ける。
★真空引きは、755mmHg以下になったことを確認すること。
③ゲージマニホールドの低圧側バルブを全閉にして、真空ポンプの運転を停止する。できれば5分程度放置して、ゲージの指針を見てガス漏れがないか、確認するとよい。
④室外機の液閉鎖弁を４，５秒間だけ開いて内圧を高めた後に、ガス閉鎖弁のサービスポートからチャージホースを外す。
★ガスによるエアパージは厳禁である（地球環境保護のため、法律で禁止されている）。
3.2.14 ガス漏れ検査
(1)液閉鎖弁（またはガス閉鎖弁）を２，３秒間だけ開いて内圧を高めた後に、配管したナットの部分に石鹸水をつけて、ガス漏れをチェックする。
(2)液閉鎖弁を開く時間が長いと、配管内の冷媒の量が多くなり、もしもガス漏れしている場合には多くの冷媒が漏れることになる。
3.2.15 冷媒追加充填
(1)冷媒が少なければ、追加充填する。
★冷媒の計量には、デジタルばかりを使用する。
★冷媒は、材料の蒸発温度がそれぞれ異なるので、液の状態で充填する。詳細は、第５章を参照すること。
3.2.16 試運転
(1)ガス漏れがないことを確認できたら、液閉鎖弁及びガス閉鎖弁を全開にして、試運転する。
(2)このとき、次のような異常がないか確認する。
①冷たい空気が出ているかをチェックする。
②配管内の圧力をチェックする。HFC410Aの場合は、Max4.15Mpa（ゲージ）である。
③振動や異音などがないかチェックする。
3.2.17 防熱
(1)冷媒配管の接続部分などに断熱材を巻く。

(2)施工やり直しがあると二度手間になるので、必ず試運転後のチェックが終わった後に仕上げを行うこと.

3.2.18 仕上げ
(1)コーテープは、テープの内側に水が浸入しないように、下から上の方へ向かってテープ幅の1/2が重なっていくように巻いていく。強めに巻くと断熱材の空気層が小さくなるため、緩めに巻く。
(2)化粧ケースなどの材料を使うと、見た目をきれいに仕上げることができるとともに、耐久性もよい。
(3)サドルバンドを使って、配管を固定する。
(4)配管を通した穴から雨水が浸入したり、鳥の巣などができないように、穴の外壁側にコーキングなどを施して隙間を埋める。
3.2.19 取り扱いの説明
(1)顧客に操作方法や注意点を説明する。
(2)ドレンについて、説明しておいた方がよい。
第４章
取り外し作業
【2nd. Day】
4.1 ポンプダウンの作業手順
ルームエアコンを取り外したりする場合、室内機、室外機及び配管中にある冷媒を大気中に放出することはできないので、どこかに封入しなければならない。
一般にルームエアコンの閉鎖弁は室外機側にあるので、冷媒はすべて室外機側に移動させて、閉鎖弁により封入する。この作業をポンプダウンという。
次の手順により、冷媒回収（ポンプダウン）を進める。
(1)冷房運転を行う。機種によっては、暖房運転する場合もある。
冬にはエアコンが冷房運転にならないため、ヘヤードライヤなどを使ってサーモセンサーを暖める。
(2)圧縮器で冷媒を吸い込んだ後に閉鎖弁を使って冷媒回収するために、はじめに室外機の液閉鎖弁（吐出側の閉鎖弁）を全閉にする。
(3)室外機のガス側サービスポートにゲージマニホールドをつないでおき、圧力が０Paになって20秒くらい待った後に、ガス閉鎖弁（吸入側の閉鎖弁）を全閉にする。
(4)エアコンの運転を停止して、作業を終了する。
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第５章
冷媒補充作業
【2nd. Day】
5.1 冷媒補充の作業手順
次の手順により、冷媒補充作業を進める。
 (1)ゲージマニホールドのバルブが閉じていることを確認する。
(2)ゲージマニホールドの低圧側チャージホース（青色）を室外機のサービスポートにつなぎ、共通チャージホース（黄色）を冷媒ボンベにつなぐ。
(3)冷媒ボンベのバルブを全開にして、電子はかりの上にボンベを逆さにして置く。逆さにする目的は、冷媒が液体の状態で補充するためであり、逆さにしなかったら冷媒が気体の状態で補充され、その組成が変化するためである。
(4)ゲージマニホールドの低圧側バルブを少し開いて、すぐに閉じる。冷媒がどれくらい補充されたか電子はかりで確認する。
(5)ゲージマニホールドで圧力を確認しながら、(4)の動作を繰り返す。
(6)規定の圧力になったところで、作業は終了する。圧力計の針が振れるので、針が安定してから読むこと.
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